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■（株）ササキコーポレーション（青森）環境システム営業部、木質バイオマスボイラ『Cap
Fire (キャップファイヤー)〝WaZa「技」〟』2型式を発売。同機は地方独立行政法人青森

県産業技術センターと八戸工業大学との産官学連携により、「青森県戦略的ものづくり先進

技術事業化支援助成事業」の採択事業として開発したもの。燃焼時の発熱量は 50～
60kW(45,000～51,600kW /h)で暖房面積は 115～200㎡。燃料消費量は 20kg/h(含水量や材

料で相違)。使易性やベース加温利用にも最適なことから、加温・暖房・温風・給湯など用

途は様々で使う現場も限定されない【農機新聞：2015/10/20、同社】

http://www.shin-norin.co.jp/?p=4390
http://www.sasaki-corp.co.jp/kankyo/biomass/biomass-WZ.htm

■昭和シェル石油（株）（東京）子会社・（株）京浜バイオマスパワー運営の京浜バイオマ

ス発電所（神奈川県川崎市）、11月 2日営業運転開始。燃料は北米からの輸入ペレットと、

東南アジアから仕入れた PKS。発電能力は 49,000kWで国内で稼働中の木質バイオマス発

電所では最大級。発電した電力は FIT制度を通じ（輸入バイオマスの買取価格）24円/kWh
で売電する計画で、年間の売電収入は 72億円の見込み。売電先は新電力でもある昭和シェ

ル石油になるとみられる【同社プレスリリース、TV Tokyo WBSニュース：2015/11/09、
スマートジャパン：2015/11/11】
http://www.showa-shell.co.jp/press_release/pr2015/1109.html
http://www.tv-tokyo.co.jp/mv/wbs/newsl/post_100712&ct=ga
http://www.itmedia.co.jp/smartjapan/articles/1511/11/news036.html

■青森県三沢市の障害者支援施設「ワークランドつばさ」、結婚式のろうそくを活用したオ

リジナル商品「愛の着火材」を開発し、販売を本格化。三沢、八戸両市の結婚式場から廃

棄物として処理するキャンドルサービス用のろうそくを譲り受けて、施設通所者約 5人で

ろうそくを溶かし、おがくずと混ぜて丁寧に成型する。約 1年前に商品化。着火材 6個が

連なるシート（縦 17.5cm、横 6cm、厚さ 8mm）が 10枚入って１箱 900円（税別）。共同

開発した三沢市の木質ペレット燃料製造販売「（株）高橋」が販売【河北新報：2015/11/14】
http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201511/20151114_23003.html
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■新潟エコエネルギー（株）（新潟県三条市）、木質ペレットでは全国初のエコマーク認定

を取得（9月 18日）。エコマークは生産から廃棄にわたるライフサイクル全体を通して環境

への負荷が少なく、環境保全に役立つと認められた商品につけられる環境ラベル。エコマ

ーク認定は原材料となる木の産地証明をはじめ、製法や管理の明確化や製造工程も審査さ

れる。同社のペレットは三条市を中心とする県内産のスギとマツが原材料。年間約 1,000
トンを出荷。同社は「環境貢献度の高さのアピールになれば」と期待【Kenoh.com：

2015/11/20、同社 HP】
http://www.kenoh.com/2015/11/20_eco_energy.html
http://www.niigata-ecoenergy.jp/

■茨城県牛久市役所 1階ロビーにペレットストーブがお目見え。市は農水省から「バイオ

マスタウン産業都市」の認定を受け、昨年度から暖房をエアコンから順次ペレットストー

ブに切り替えている。これまで市役所や小中学校などの公共施設に約 110台を設置。燃料

のペレットは同市の農業法人が間伐材を活用し、加工・供給【東京新聞：2015/11/27】
http://www.tokyo-np.co.jp/article/ibaraki/list/201511/CK2015112702000164.html

■（株）IHI（東京）、新日鐵住金（株）釜石製鐵所内エネルギー工場（岩手県釜石市、149MW）

で純国産木質ペレット燃料を用いて、熱量比率 25％・重量比 33％のバイオマス混焼による

安定運転を 2015年 11月に達成。環境省の「CO2排出削減対策強化誘導型技術開発・実証

事業」として 2013～2015年度の予定で行っている「バイオマス高比率混焼による石炭焚火

力 CO2排出原単位半減に向けた先進的システムの実証」において実施。今回実証された燃

焼方式は、既存の発電設備に小規模な改造を加えることで現状数%程度に留まっているバイ

オマス混焼率を格段に引き上げることが可能で、混焼比率を 50%以上として CO2排出原単

位半減することも技術的に可能。今後はこの成果を活かして実機設計を行い、2017年度の

商用運転開始を目指す【同社プレスリリース：2015/12/02】
http://www.ihi.co.jp/ihi/all_news/2015/press/2015-12-02/index.html

■Asia Biomass Office、最新トピックスとして「木質ペレットの生産量と輸入量」につい

てレポート：2012年の FIT導入後木質ペレットが発電にも用いられ始め、需要が増加。2013
年の木質ペレットの国内生産量は 10.4万 t。輸入ペレットの量は 2013年は 8.4万 tであっ

たが、2015年 9月には 13万 tを超え、急激に増加しているのが分かる。海外では年間数

万 t程度の大工場で生産されており、高い競争力を持っている上、国産ペレットより安価。

そのため木質ペレットを大量に使用する発電所では、海外産ペレットに対する需要が大き

い【アジアバイオマスオフィス：2015/12/02】
http://www.asiabiomass.jp/topics/1512_02.html
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■AEBIOM（European Biomass Association）、2007 年から毎年出している Statistical
Reportの 2015年版が完成。全部で約 200ページ、EUのエネルギーシステムの概要やバ

イオマスの熱利用・発電、輸送等について書かれており、特に ENplus認証の最新状況を

含む木質ペレットの章については比較的多くのページが割かれている。ウェブサイトで目

次の閲覧と要約版のダウンロードができるようになっており、注文も可能 [AEBIOM]
http://www.aebiom.org/library/statistical-reports/statistical-report-2015/


